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代と親鸞』第24号、2012年、pp. 79-102）、「ブータンと「有り難い」 ̶ 感謝の心と畏敬の念とをつ
なぐもの」（『児童心理』No. 946、2012年、pp. 108-113）などを出版 しました。また2012年 9月




しました。斉藤直子准教授は、ポール・スタンディッシュ教授との英語の共同編著 Stanley Cavell and the 
Education of Grownups, Paul Standish and Naoko Saito (eds.) (New York: Fordham University Press, 2012) お
よび、Education and the Kyoto School of Philosophy: Pedagogy for Human Transformation, Paul Standish and 
Naoko Saito (eds.) (Springer, 2012) を出版しました。後者は、2008 年 8 月に京都大学で開催された
















としての言葉」（『京都大学大学院教育学研究科紀要』第 59 号、2013 年、pp. 319-331）。山本一成
「道なき道を踏みゆく ̶ 裏山の探検から生まれるファンタジー」（『発達』132号、2012年、pp. 25-32）、
「主体性のジレンマを超える保育者の関わりについての省察 ̶ エドワード・リードの生態心理学概念を
手がかりに」（『乳幼児教育学研究』第 21 号、2012 年、pp. 47-56）、「プラグマティズムから捉え
直す保育実践研究 ̶ 現象学的記述と生態心理学的記述の保育実践における相補性を例として̶」（『京
都大学大学院教育学研究科紀要』第 59 号、2013 年、pp. 305-317）。福若眞人「レヴィナス思想にお
ける「子ども」の意味 ̶過去・現在・未来を貫く〈善さ〉̶」（『京都大学大学院教育学研究科紀要』






が締結されました。第五回会議のテーマは “Culture and Subjectivity in Translation”（翻訳のさなかにある
文化と主観／主体性）と題され、ロンドン大学教育研究所のポール・スタンディッシュ教授に “Social 









国際会議は、2011 年 12 月（８･９･10 日）に開講されたスタンディッシュ教授による英語の集中講義








2013年 6月 17日 
斉藤 直子 
